
下水道規則第５条関係

排水設備・排水施設計画確認申請書

令和 年 月 日

（申請先）新座市長

郵便番号 〒

住 所

申請者

氏 名

ふ り が な

電話番号

次のとおり排水設備等の工事をしたいので、申請します。

【注意事項】１．添付書類は、位置図・計画平面図・公共下水道使用開始届出書

２．その他（必要と指示された書類等）

３．裏面も、お読みください。

公桝 既設 ・ 開発行為等により新設済

新設（ 自費 ・ 公費 ）

課 長 副 課 長
下 水 道

業務係長

排水設備

係 長

下 水 道

業務係

排水設備

係
受 付

改 造 資 金 確 認 欄 台帳確認欄

使 用 者
住 所

氏 名
ふ り が な

設 置 場 所 新座市 丁目 番 号 地 番 号棟

他人の土地

又は排水設

備等を使用

する場合は

その所有者

の承諾

土 地 所 有 者

住 所

氏 名 ○印
ふ り が な

排 水 設 備 等 所 有 者

住 所

氏 名 ○印
ふ り が な

予 定 工 期 着手 令和 年 月 日 ～完了 令和 年 月 日

工 事 区 分

□ 新設（当初接続）

□ 増設（当初接続に増設）

□ 改築（排水設備のやり替え）

用 途

□一般住宅 □事業場等 □店舗

□集合住宅 □仮設事務所 □仮設トイレ

□店舗＋住宅 □その他（ ）

公設桝接続 箇所接続 排 水 世 帯 数 世帯 排 水 人 口 人

使用水区分 □水道 ・□井水 ・□水道＋井水 □理由書（ ）

用 途 区 分 □一般用 □臨時用（使用予定期間：令和 年 月 日～令和 年 月 日）

改 造 資

金 融 資

□ 有

□ 無

水質関係届出対象

（特定施設・特定施設外）

□ 要

□ 不要

開発行為

建築確認

市指定下水道

工 事 店

指 定 番 号

第 号

所在地

名 称

責 任 技 術 者 登録第 号 氏 名



【排 水 設 備 の 設 置 等 に つ い て】

１ 排水設備・排水施設計画確認申請書等の申請者となる方は、

（１）建築物の敷地である土地にあっては、建築物の所有者。

（２） 建築物の敷地でない土地にあっては、土地の所有者。

２ 排水設備工事及び工事に伴う申請手続は、新座市下水道条例に基づき、指定下水道

工事店でなければ行ってはならないことを規定しております。

３ 計画申請書の提出後、計画確認通知書により市の確認を受けてからでなければ排水

設備工事を施工してはならないので注意してください。

４ 汚水及び雨水排水管の経路、桝の増減、管及び桝の口径について計画が変更される

申請については、「排水設備等変更届出書」による届出が必要です。

５ 工事が完了したときは、完成の日から５日以内に「排水設備等工事完了届」を市に

提出してください。

６ 新 座 市 の 公 共 下 水 道 は 分 流 式 で す

○ 公共下水道の汚水（処理先：和光市の終末処理場へ）

○ 公共下水道の雨水（処理先：柳瀬川または黒目川へ）

このため、宅地内排水設備工事は、汚水処理と雨水処理に分離します。

７ 汚水の排水は、全て汚水桝（公設桝）に接続します。汚水とは、雨水や雪解け水な

ど、自然水以外の全ての排水のことをいいます。

８ 新築する場合は、建物雨樋管や敷地内雨水の排水については、敷地内において雨水

浸透桝や浸透トレンチ等を設置してください。また、公共下水道への切替え時におけ

る敷地内雨水の排水は、新たに雨水浸透施設を設置するなどして処理してください。

委任状

住所

委任者 氏名

（法人の場合は法人名） ㊞

電話番号

私は下記の者を代理人と定め、 排水設備工事に係る手続 について委任します。

代理人 下水道工事店

所 在 地

下水道工事店名

～注意事項～

・委任する方の氏名は、必ず本人が自署し、印鑑（認印可）を押してください。

・委任状に不備がある場合は、届出を受理できない場合があります。


